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山
崎
製
作
所
）

溶
接
は
量
か
ら
質
へ
の
転
換

自
分
で
考
え
楽
し
く
練
習

政
府
、緊
急
事
態
宣
言
を
発
令

溶
接
事
業
所
へ
の
影
響
懸
念

鉄
骨
フ
ァ
ブ
、女
性
参
入
Ｐ
Ｒ

「
わ
た
し
鉄
骨
選
び
ま
し
た
」


年
間
で

台
レ
ー
ザ
加
工
機
導
入

板
金
試
作
の
ツ
ツ
ミ
産
業

　「自分にしかできない」という誇りを持っ
て溶接にあたる町工場がある。精密板金加工
を主業務とする青木精工（横浜市・都筑区）
である。「相手が大企業でも仕事を安売りし
ない」などとし、技術と技能に大きな自信を
みせる。
「町工場は仕事を待っているだけの『待ち』
工場ではいけない」とする青木朗社長に匠と
しての心構えを聞いた。

　●ＭＧＲ、一般に開放
日本産業・医療ガス協会（ＪＩＭＧＡ）は、

４月１日から「ＭＧＲ（医療ガス情報担当者）
制度」をＪＩＭＧＡ会員企業だけでなく一般
企業にも開放した。ＭＧＲ制度については、
これまで会員企業だけが適用されていたが、
一般企業にも適用すべきという意見が多く出
たため、昨年から準備を進め、今年４月から
適用することを正式に表明したもの。
　なお一般開放に当たり、ＭＧＲ制度の名称
は「ＭＧＲ認定・教育制度要綱及び同細則」
に改定された。一般企業がＭＧＲ制度に参加
する場合は、ＪＩＭＧＡが要綱で定める様式
により、参加希望会社が自ら策定した「医療
ガス事業活動規程」を添えて申請することに
なる。

） ２０２０年（令和年）４月１４日 ⓒ産報出版株式会社 

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大

が
進
む
中
、

政
府
は
緊
急

事
態
宣
言
を
発
令
し

た
。
す
で
に
政
府
は
テ

レ
ワ
ー
ク
の
実
施
な
ど

に
よ
る
不
要
不
急
の
外

出
の
自
粛
を
呼
び
か

け
、
感
染
者
が
増
加
傾

向
に
あ
る
都
内
に
出
て

く
る
人
も
減
っ
て
い
る

が
、
東
京
都
で
は
さ
ら

に
娯
楽
施
設
を
中
心
に

休
業
や
営
業
時
間
の
短

縮
を
要
請
す
る
方
針
だ

▼
外
出
の
自
粛
や
休
業

な
ど
に
よ
る
消
費
の
落

ち
込
み
に
と
も
な
い
、

今
後
の
経
済
へ
の
影
響

が
気
に
な
る
と
こ
ろ
。

た
だ
、
こ
う
し
た
中
で

マ
ス
ク
や
消
毒
液
以
外

で
、
売
れ
行
き
を
伸
ば

し
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
携
帯
ゲ
ー
ム
機
と

本
で
あ
る
▼
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
に

拡
散
し
、
日
本
だ
け
で

な
く
各
国
で
も
不
要
不

急
の
外
出
が
制
限
さ
れ

る
中
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機

は
輸
出
各
国
で
も
品
薄

状
態
が
続
く
。
中
で
も

人
気
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

は
、
格
闘
ゲ
ー
ム
や
Ｒ

Ｐ
Ｇ
な
ど
で
は
な
く
、

動
物
と
交
流
を
深
め
る

よ
う
な
癒
や
し
系
の
ゲ

ー
ム
だ
▼
日
本
で
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

注
目
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
て
２
ヵ
月
近
く
が

経
過
し
、
感
染
が
終
息

す
る
ど
こ
ろ
か
拡
大

し
、
先
行
き
が
見
通
せ

な
く
な
る
中
、
精
神
的

負
担
も
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
ウ
イ
ル
ス

対
策
も
重
要
だ
が
、
心

の
ケ
ア
も
重
要
性
を
増

し
て
い
る
（
Ｙ
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
備
え
る
改
正
特
別
措
置
法
（
新
型
コ

ロ
ナ
特
措
法
）
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
、
あ
わ
せ
て
１
０
８
兆
円
の

緊
急
経
済
対
策
（
財
政
出
動
は

兆
円
）
を
政
府
は
４
月
７
日
に
発
表
し
た
。

休
業
要
請
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、
大
阪
、
兵
庫
、

福
岡
の
各
府
県
は
「
民
間
施
設
に
対
し
て
は
休
業
要
請
し
な
い
方
針
」
を
示
し

て
い
る
（
８
日
現
在
）
。
た
だ
、
東
京
都
は
休
業
要
請
す
る
対
象
の
業
種
や
施

設
を
今
後
に
発
表
す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
溶
接
技
術
セ
ン
タ

ー
（
川
崎
市
川
崎
区
）
や
川
越
高
等
技
術
専
門
校
（
埼
玉
県
川
越
市
）
な
ど
溶

接
に
関
係
す
る
教
育
・
訓
練
機
関
の
一
部
は
休
業
を
表
明
し
て
お
り
、
今
後
は

溶
接
事
業
所
へ
の
影
響
拡
大
も
懸
念
さ
れ
る
。

建
築
鉄
骨
業
界
で
い
き
い
き
と
働
く
女
性
が
登
場

堤社長

作
業
効
率
向
上
に
貢
献

す
る
レ
ー
ザ
溶
接

建
築
分
野
に
お
け
る
溶

接
士
を
は
じ
め
と
し
た
人

材
確
保
が
急
務
と
な
る

中
、
こ
れ
ま
で
比
率
が
少

な
か
っ
た
女
性
の
参
入
に

期
待
が
か
か
っ
て
い
る
。

全
国
鉄
構
工
業
協
会
、
鉄

骨
建
設
業
協
会
、
日
本
溶

接
協
会
の
３
団
体
は
、
鉄

骨
業
界
へ
の
女
性
参
入
を

促
す
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
を
共
同

制
作
。
動
画
配
信
サ
イ
ト

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開

を
開
始
し
た
。

溶
接
を
は
じ
め
設
計
や

検
査
な
ど
建
築
鉄
骨
分
野

で
欠
か
せ
な
い
職
種
の
第

一
線
で
女
性
が
活
躍
す
る

姿
を
動
画
で
紹
介
。
男
性

社
会
の
印
象
が
根
強
い
鉄

骨
業
界
の
中
で
い
き
い
き

と
活
躍
す
る
女
性
を
紹
介

す
る
こ
と
で
、
業
界
イ
メ

ー
ジ
の
向
上
と
新
た
な
人

材
の
参
入
を
図
る
。

現
在
配
信
さ
れ
て
い
る

動
画
は
７
本
。
シ
リ
ー
ズ

の
タ
イ
ト
ル
は
鉄
骨
業
界

で
働
く
女
性
を
意
味
す
る

「
鉄
骨
Ｆ
ｅ
ｍ
ａ
ｌ
ｅ

（
フ
ィ
ー
メ
ー
ル
）
」
。

「
わ
た
し
鉄
骨
選
び
ま
し

た
」
が
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
と

な
っ
て
い
る
。
全
体
紹
介

の
動
画
に
続
き
、「
溶
接
」

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
「
製
作
」

「
検
査
」
と
職
種
ご
と
の

紹
介
が
続
き
、
各
動
画
に

登
場
し
た
女
性
が
一
同
に

集
い
座
談
会
を
行
う
「
女

子
会
」
、
番
外
編
と
し
て

鉄
骨
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー

に
勤
務
す
る
若
手
男
性
が

登
場
す
る
「
鉄
骨
男
子
・

テ
ツ
メ
ン
」
で
シ
リ
ー
ズ

を
構
成
。

１
本
当
た
り
の
時
間
は

長
い
も
の
で
も
４
分
弱

と
、
軽
快
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
も

に
コ
ン
パ
ク
ト
で
小
気
味

よ
い
編
集
が
さ
れ
て
い
る

の
も
特
徴
。

「
溶
接
編
」
で
は
鉄
骨

フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー
の
石

山
建
設
工
業
（
茨
城
県
河

内
町
）
に
勤
務
す
る
女
性

溶
接
士
が
登
場
。
工
場
内

で
半
自
動
溶
接
を
行
う
姿

と
と
も
に
、
溶
接
を
始
め

た
き
っ
か
け
な
ど
を
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
。

「
溶
接
の
品
質
は
ビ
ー
ド

の
美
し
さ
に
現
れ
る
。
自

分
が
溶
接
し
た
も
の
が
、

大
き
な
完
成
形
と
な
る
と

こ
ろ
に
や
り
が
い
を
感
じ

る
」
「
溶
接
は
男
性
の
仕

事
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、

細
か
な
作
業
も
あ
り
女
性

に
も
向
い
て
い
る
。
こ
の

動
画
を
き
っ
か
け
に
興
味

を
も
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
」
な
ど
溶
接
の
魅
力

を
伝
え
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
動
画
内
で

は
登
場
す
る
女
性
た
ち
が

趣
味
に
打
ち
込
む
姿
や
育

児
の
様
子
も
紹
介
。
職
場

の
理
解
に
よ
り
家
庭
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
と
仕
事
の
両

立
が
で
き
る
点
に
も
焦
点

を
当
て
る
。

「
座
談
会
」
に
は
、
職

種
紹
介
に
登
場
し
た
女
性

を
含
め
７
人
が
登
場
す

る
。
「
普
通
の
女
性
が
取

れ
な
い
よ
う
な
資
格
が
取

れ
誇
り
に
思
え
る
」
「
最

初
は
周
り
か
ら
危
な
い
か

ら
考
え
直
す
よ
う
に
言
わ

れ
た
が
、
入
っ
て
み
れ
ば

そ
う
で
も
な
い
」
「
遊
園

地
な
ど
に
行
っ
て
も
つ
い

鉄
骨
に
目
が
行
く
」
な
ど

率
直
な
意
見
交
換
が
交
わ

さ
れ
た
。

各
団
体
が
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
動
画
を
公
開
す
る
の

は
初
。
「
鉄
骨
Ｆ
ｅ
ｍ
ａ

ｌ
ｅ
」
で
検
索
を
す
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

首
都
圏
の
部
品
メ
ー
カ

ー
や
板
金
加
工
業
者
な
ど

何
件
か
の
中
小
溶
接
事
業

所
に
話
を
聞
く
と
、
現
在

の
と
こ
ろ
休
業
要
請
は
で

て
い
な
い
た
め
、
「
事
業

は
続
け
る
方
針
」
と
し
て

お
り
、
「
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
）
受

注
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
る

案
件
も
で
て
き
た
」
な
ど

業
績
へ
の
影
響
も
聞
か
れ

た
が
、
休
業
と
い
う
話
は

出
な
か
っ
た
。
「
顧
客
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に

稼
働
率
を
で
き
る
限
り
維

持
し
た
い
」
と
い
う
声
も

あ
っ
た
。

た
だ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

実
施
や
出
張
・
外
出
の
抑

制
、３
密（
密
閉
、密
集
、

密
接
）
の
回
避
な
ど
の
ウ

イ
ル
ス
対
策
は
実
施
し
て

お
り
、
中
に
は
「
個
々
の

作
業
場
の
間
隔
を
で
き
る

だ
け
空
け
る
よ
う
に
し

た
」
な
ど
対
策
を
さ
ら
に

進
め
る
話
も
聞
か
れ
た
。

様
々
な
調
査
機
関
か
ら

発
表
さ
れ
て
い
る
調
査
機

関
か
ら
の
報
告
書
を
み
る

と
、
中
小
企
業
で
は
、
昨

年

月
の
消
費
増
税
以

降
、
業
績
が
低
迷
し
て
い

た
と
こ
ろ
へ
、
今
回
の
コ

ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し

た
た
め
「
休
業
は
避
け
た

い
」
と
い
う
本
音
が
う
か

が
え
る
。

た
だ
、
生
産
に
必
要
な

部
品
に
つ
い
て
は
中
国
な

ど
へ
の
外
注
に
頼
っ
て
い

る
場
合
が
多
く
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
部
品

・
資
材
の
供
給
が
滞
り
、

納
期
が
厳
し
く
な
り
受
注

を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い

な
ど
に
よ
り
、
工
場
を
稼

働
し
て
い
て
も
厳
し
さ
が

増
し
て
い
る
状
況
に
変
わ

り
は
な
い
よ
う
だ
。

溶
接
関
連
産
業
の
動
き

を
見
る
と
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
で
は
、
ト
ヨ
タ
が
国

内
５
工
場
の
一
部
ラ
イ
ン

を
３
～
９
日
程
度
停
止
す

る
ほ
か
、
ホ
ン
ダ
も
同
２

工
場
を
２
日
間
停
止
、
マ

ツ
ダ
も
２
工
場
を

日
間

停
止
す
る
な
ど
の
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
で
は
、
日
本
製

鉄
が
２
月
に
一
部
高
炉
の

休
止
を
発
表
し
て
い
る
ほ

か
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
も

高
炉
１
基
を
休
止
し
て
い

る
。建

設
関
係
で
は
大
林
組

が
本
社
・
東
京
本
店
、
横

浜
支
店
、
関
東
支
店
に
お

け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施

を
発
表
し
て
い
る
ほ
か
、

前
田
建
設
工
業
は
本
店
、

東
京
建
築
支
店
、
関
東
支

店
、
関
西
支
店
の
内
勤
者

に
対
し
て
在
宅
勤
務
の
強

化
を
実
施
し
て
い
る
。

　
「
溶
接
は
量
か
ら
質
。

一
つ
の
こ
と
を
繰
り
返
し

何
度
も
練
習
（
量
）
す
る

こ
と
で
基
礎
と
な
る
。
そ

の
リ
ズ
ム
を
応
用
す
る
こ

と
で
技
能
の
向
上
（
質
）

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
語
る
の
は
第
１
回
日
本

溶
接
協
会
（
Ｊ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
）

マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ

た
山
﨑
昌
宏
氏
（
山
崎
製

作
所
）
。
群
馬
県
溶
接
技

術
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
や
難

溶
接
材
料
と
さ
れ
る
チ
タ

ン
で
自
動
車

用
の
マ
フ
ラ

ー
を
製
造
す

る
な
ど
高
い

技
能
を
持

つ
。
企
業
か

ら
の
依
頼
で

新
入
社
員
や
中
堅
社
員
向

け
の
溶
接
研
修
に
加
え
て

高
校
生
に
溶
接
指
導
し
、

県
内
の
溶
接
技
能
向
上
に

貢
献
す
る
同
氏
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
。

　
　
◇
◇

　
山
﨑
氏
の
溶
接
と
の
出

会
い
は
１
９
９
０
年
、
自

動
車
関
係
の
精
密
試
作
板

金
メ
ー
カ
ー
に
就
職
。
金

型
の
焼
入
れ
や
パ
イ
プ
の

手
曲
げ
で
ガ
ス
溶
接
機
器

を
使
用
す
る
よ
う
に
な

り
、
先
輩
の
溶
接
士
に
教

わ
り
な
が
ら
、
炭
酸
ガ
ス

半
自
動
溶
接
や
テ
ィ
グ
溶

接
な
ど
を
習
得
。

　
「
先
輩
の
溶
接
は
う
ま

い
だ
け
で
は
な
く
格
好
良

か
っ
た
。
特
に
遮
光
面
の

ミ
ラ
ー
部
分
に
ア
ー
ク
を

反
射
さ
せ
な
が
ら
溶
接
を

す
る
姿
に
憧
れ
た
。
当
時

の
先
輩
に
倣
い
、
今
で
も

ミ
ラ
ー
タ
イ
プ
の
遮
光
面

を
愛
用
し
て
い
る
」
と
当

時
を
振
り
返
る
。

　
車
好
き
と
い
う
こ
と
も

あ
り

年
に
は
メ
カ
ニ
ッ

ク
と
な
り
、
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
競
技
に
参
加
す
る

車
両
の
製
造
・
整
備
を
担

当
し
た
。

　

年
、
県
内
の
自
動
車

の
保
安
部
品
を
製
造
す
る

メ
ー
カ
ー
で
マ
フ
ラ
ー
の

製
造
な
ど
に
従
事
。
マ
フ

ラ
ー
を
炭
酸
ガ
ス
半
自
動

溶
接
や
テ
ィ
グ
溶
接
な
ど

を
用
い
て
製
造
し
た
。
量

産
車
と
し
て
は
国
内
初
と

な
る
チ
タ
ン
マ
フ
ラ
ー
を

製
造
し
、注
目
を
集
め
た
。

　
酸
化
し
や
す
い
難
溶
接

材
料
で
あ
る
チ
タ
ン
で
は

溶
接
部
の
酸
化
防
止
の
た

め
ア
フ
タ
ー
シ
ー
ル
ド
が

用
い
ら
れ
る
。
山
﨑
氏
は

ア
フ
タ
ー
シ
ー
ル
ド
用
の

ジ
グ
を
自
作
す
る
こ
と
で

高
品
質
な
チ
タ
ン
溶
接
を

実
現
。

　
「
自
分
を
含
め
た
２
人

で
約
４
０
０
個
を
数
ヵ
月

で
製
造
し
た
。
溶
接
は
量

か
ら
質
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
一
つ
の
こ
と
を

繰
り
返
し
習
得
す
る
こ
と

で
基
礎
と
な
る
動
き
を
確

立
し
、
応
用
が
可
能
と
な

る
。
チ
タ
ン
マ
フ
ラ
ー
の

製
造
は
ま
さ
に
そ
れ
を
体

現
し
た
も
の
だ
っ
た
」

　
２
０
０
２
年
に
は
第


回
群
馬
県
溶
接
技
術
コ
ン

ク
ー
ル
の
炭
酸
ガ
ス
半
自

動
溶
接
の
部
で
優
勝
。
現

在
は
父
親
が
創
業
し
た
山

崎
製
作
所
（
群
馬
県
伊
勢

崎
市
）
で
食
品
関
係
の
ス

テ
レ
ン
ス
製
品
や
溶
接
試

験
片
な
ど
の
製
造
に
携
わ

る
。
家
業
と
並
行
し
て
、

群
馬
県
の
「
群
馬
産
業
人

育
成
指
導
者
」
や
中
小
企

業
庁
の
「
技
能
継
承
支
援

者
」
と
し
て
企
業
研
修
な

ど
で
溶
接
指
導
も
行
う
。

　
「
企
業
研
修
で
は

年

以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ

中
堅
溶
接
士
を
指
導
す
る

こ
と
も
あ
る
。
経
験
や
実

績
が
あ
る
の
で
一
か
ら
教

え
る
と
い
う
よ
り
も
ポ
イ

ン
ト
を
見
て
指
導
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
普
段
の
業

務
で
厚
物
に
携
わ
る
溶
接

士
に
は
薄
物
の
溶
接
を
し

て
も
ら
う
な
ど
、
い
つ
も

と
違
う
雰
囲
気
作
り
を
す

る
こ
と
で
新
鮮
な
気
持
ち

で
学
べ
る
環
境
を
意
識
し

て
い
る
」

　
近
年
で
は
群
馬
県
学
生

溶
接
競
技
会
に
出
場
す
る

生
徒
に
も
指
導
を
行
う
。

「
競
技
会
の
溶
接
は
１
人

で
作
業
を
す
る
も
の
だ

が
、
チ
ー
ム
で
や
る
と
い

う
意
識
を
持
つ
と
責
任
感

が
生
ま
れ
技
能
向
上
に
つ

な
が
る
」

　
若
手
の
溶
接
士
に
向
け

て
は
「
一
つ
の
こ
と
を
何

度
も
練
習
す
る
努
力
に
加

え
て
、
自
分
で
考
え
て
楽

し
く
練
習
す
る
こ
と
も
大

事
」
と
語
る
。
今
後
の
目

標
と
し
て
「
溶
接
は
材
料

か
ら
目
に
見
え
て
構
造
物

に
な
る
楽
し
さ
と
達
成
感

が
あ
る
。
Ｊ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
マ
イ

ス
タ
ー
と
し
て
様
々
な
人

に
溶
接
の
面
白
さ
を
味
わ

っ
て
も
ら
う
後
押
し
を
し

た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

レ
ー
ザ
溶
接
と
同
社
の

加
工
技
術
を
組
み
合
わ
せ

た

チ
タ
ン
製
の
超
高
圧

ボ
ン
ベ
な
ど
画
期
的
な
製

品
を
開
発
し
た
ツ
ツ
ミ
産

業
（
相
模
原
市
緑
区
・
堤

健
児
社
長
）
は
レ
ー
ザ
加

工
を
ベ
ー
ス
と
し
た
高
い

複
合
加
工
や
絞
り
加
工
技

術
を
持
つ
。

１
９
６
５
年
の
創
業
以

来
、
精
密
板
金
試
作
一
筋

の
同
社
は
１
９
８
１
年
に

は
国
内
の
他
社
に
先
駆
け

て
国
産
レ
ー
ザ
加
工
機
を

導
入
。
レ
ー
ザ
加
工
に
よ

る
大
幅
な
生
産
性
向
上
を

実
現
さ
せ
た
先
駆
者
だ
。

同
社
は

年
に
レ
ー
ザ

加
工
機
を
国
内
に
お
い
て

い
ち
早
く
導
入
し
、
簡
易

積
層
金
型
を
考
案
す
る
な

ど
レ
ー
ザ
加
工
の
先
駆
者

と
し
て
技
術
の
構
築
に
貢

献
し
て
き
た
。

レ
ー
ザ
加
工
機
導
入
の

経
緯
に
つ
い
て
「
当
時
、

ワ
イ
ヤ
で
加
工
し
て
い
た

が
、
加
工
速
度
を
向
上
さ

せ
た
い
と
考
え
、
最
新
技

術
で
あ
っ
た
レ
ー
ザ
加
工

機
に
注
目
し
て
い
た
。
海

外
メ
ー
カ
ー
の
レ
ー
ザ
加

工
機
は
存
在
し
て
い
た

が
、
輸
入
の
際
に
輸
送
で

故
障
し
て
し
ま
う
と
い
う

問
題
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、

開
発
さ
れ
た
ば
か
り
の
国

内
メ
ー
カ
ー
の
レ
ー
ザ
加

工
機
を
導
入
し
、
当
社
の

技
術
を
加
工
機
メ
ー
カ
ー

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

レ
ー
ザ
加
工
技
術
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
メ
ー
カ
ー
と
と
も

に
確
立
し
て
き
た
。
レ
ー

ザ
加
工
に
よ
っ
て
作
業
効

率
が
大
幅
に
向
上
し
た
」

と
堤
社
長
は
語
る
。

こ
れ
ま
で
に
更
新
や
入

れ
替
え
に
よ
り
約

台
の

レ
ー
ザ
加
工
機
を
導
入
し

て
き
た
同
社
。
独
自
の
レ

ー
ザ
加
工
を
ベ
ー
ス
に
し

た
複
合
加
工
と
絞
り
加
工

技
術
に
よ
り
、
多
く
の
ユ

ー
ザ
ー
か
ら
「
無
審
査
認

定
工
場
」
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

同
社
が
開
発
し
た
軽
く

耐
食
性
に
優
れ
る
一
方

で
、
伸
び
に
く
く
割
れ
や

す
い
難
加
工
材
料
チ
タ
ン

を
用
い
た
、

チ
タ
ン
製

の
高
圧
ボ
ン
ベ
は
２
０
１

８
国
際
ウ
エ
ル
デ
ィ
ン
グ

シ
ョ
ー
で
も
展
示
さ
れ
注

目
を
集
め
た
。

堤
社
長
は
「
ユ
ー
ザ
ー

が
欲
し
い
と
思
う
製
品
を

常
に
実
用
化
で
き
る
よ
う

に
、
時
代
を
先
取
り
し
た

技
術
を
保
持
す
る
こ
と
が

試
作
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

使
命
。

チ
タ
ン
ボ
ン
ベ

に
し
て
も
技
術
は
数
年
前

か
ら
確
立
し
て
い
た
が
、

最
近
に
な
り
、
ロ
ケ
ッ
ト

用
な
ど
に
使
い
た
い
と
い

う
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
。
今
後
は
メ
デ
ィ
ア
な

ど
を
通
し
て
当
社
の
技
術

を
積
極
的
に
世
間
に
発
信

す
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ
ー

の
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、
新

製
品
の
開
発
や
市
場
の
開

拓
に
つ
な
げ
た
い
」と
し
、

今
後
の
展
開
に
意
欲
を
み

せ
る
。


